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本日の内容



１.学力の3要素と
本学のディプロマ・ポリシー



知識
技能

思考力
判断力
表現力

主体性
多様性
協動性

以上の3つのカテゴリーに分け、それぞれに3つの能力を
設定し、これらを身に付けた学生に学位を授与するとした。

学力の3要素

知識
技能

思考力
判断力
表現力

コミュニケーション力
社会人力

本学の
ディプロマ・ポリシー

(1).学力の3要素と本学のディプロマ・ポリシー



(2). 食物栄養学科のディプロマ・ポリシー



(3). 保育学科のディプロマ・ポリシー



２．プログレスシートの開発



知識
技能

思考力
判断力
表現力

コミュニケーション力
社会人力

これらの力を適正に評価する必要がある

プログレスシートによる評価方法の開発

fGPA
プログレスシートの
思考力・判断力・

表現力の部分

プログレスシートの
コミュニケーション力
・社会人力の部分

(4)．プログレスシートの開発



高等学校までに培われた「学力の3要素」をさらに向上・発展させ、
社会に送り出すために…

食物栄養学科では12の力、保育学科では10の力を指標とし、
各学生が、学修成果の到達度を自己評価

本学独自の取り組みとして、学力の3要素を可視化するための
プログレスシートを開発

(2)．プログレスシートの開発過程



食物栄養学科2年生
1・2回目の比較（平均値）
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(3)．プログレスシートの実際
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①探究する力

②解決する力

③評価する力

④認識する力

⑤観察する力

⑥創造する力

⑦発信する力

⑧思いやる力

⑨協働する力

⑩向上する力

⑪尊重する力

⑫対応する力

2回目

1回目
12の力の中で…
③評価する力
⑥創造する力
⑦発信する力
にやや弱さが見られる。

授業の中で…
客観的な視点で評価する
ことや、その過程で新た
な気づきを促すこと、さ
らにそれを分かりやすく
伝える力を培っていくこ
とが必要。



12

保育学科2年生
1・2回目の比較（平均値）

(3)．プログレスシートの実際
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①論理性

②洞察力

③選択力

④計画力

⑤吸収力

⑥自己表現

力

⑦受容力

⑧柔軟性

⑨ﾁｰﾑﾜｰｸ

⑩行動力

2回目

1回目
1０の力がバランスよく、
成長している。

さらに、１０の力を伸ば
していくためには、授業
の中で…
他者と協働しながら、新
しい学びを得られる機会
や、その学びをさらに深
めるためのコミュニケー
ションの場を意図的に設
定していくことが必要。



３．プログレスシートを
活用した学修成果の可視化



知識
技能

思考力
判断力
表現力

コミュニケーション力
社会人力

fGPA
プログレスシートの
思考力・判断力・

表現力の部分

プログレスシートの
コミュニケーション力
・社会人力の部分

fGPA SO
【social skills】

CS
【creative skills】

(1)．学修成果の可視化
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4.5を100%としたときの値

プログレスシートの思考力・表現力・表現
力の平均値について5を100%としたとき
の値

プログレスシートのコミュニケーション力
・社会人力の平均値について5を100%と
したときの値

（creative skills）（social skills）

(1)．学修成果の可視化



(2)．学修成果の可視化の実際
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①論理性

②洞察力

③選択力

④計画力

⑤吸収力

⑥自己表現力

⑦受容力

⑧柔軟性

⑨ﾁｰﾑﾜｰｸ

⑩行動力

ある学生のデータ

学科平均

(例)プログレスシート（保育1年前期）と「学力の3要素」

・個人間差から見る
と柔軟性を課題と
している。

・個人内差から観る
と洞察力と自己表
現力,チームワー
クが課題…。

・仲間との対話的な
学びから、新たな
視点に気付き、新
しい知識や技能を
身につけていくこ
とが望ましい。



４．ｆＧＰＡによる学修成果の可視化



(1).一般的なGPA（GradePointAverage）算出方法

成績素点を秀、優、良、可、不可、等の文字成績（評価）に変換

各文字成績（評価）をGP（grade point）に変換

GPに各科目の単位数を乗じた総和を単位数の総和で除算する

GPA＝［GP×当該科目単位数］の総和／単位数の総和

成績素点 Letter Grade 評価 Grade Point（GP）

90-100 S 秀 4.0 

80-89 A 優 3.0 

70-79 B 良 2.0 

60-69 C 可 1.0 

0-59 D 不可 0.0 



成績素点を直接GP（fGP）に変換【fGP範囲0.5～4.5 / 60点未満は0】

fGPに各科目の単位数を乗じた総和を単位数の総和で除算する

(2). ｆGPA（functional GPA）算出方法

fGPA＝［｛（評点－55）／10 ｝×当該科目単位数］の総和／単位数の総和

fGP＝（評点－55）／10



(3). ｆGPA（functional GPA）活用

●精励賞の選考基準（fGPA 3.5以上）

●退学勧告基準（fGPA 0.4未満）

●学修ポートフォリオの作成

●教員の成績評価基準の検証

●学生の学修意欲の指標

●卒業判定（fGPA 0.4以上）

●成績順位

●学修の評価

●学修指導

●履修者に求められる成績水準の設定（fGPA 1.5以上）
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(4).学生のfGPAの変動の可視化



(4)2019年度入学生(食物栄養学科)のfGPAの変動の可視化

学生A

学生B

相関係数 0.95

1年前期と2年間のｆGPA
の関係は、相関係数が
0.95と高い数値を示し、
1年生前期の成績が2年間
通して大きく変動すること
はなかった。

●ｆGPAが下降した学生
は、成績上位者に多くみら
れる。

● ｆGPAが0.5以上上昇
した学生は、成績中位から
下位に多くみられる。



(5) 2019年度入学 食物栄養学科 学生Aの学修成果

学生A



学生B

(6) 2019年度入学 食物栄養学科 学生Bの学修成果



５．今後の課題



②学修成果を踏まえた指導手続きの改善

・学力の3要素を伸ばすための指導の改善

・学力の3要素をバランスよく伸長させることは、栄養士、

保育士・幼稚園教諭の専門職として活躍するためには必要。

学力の３要素が正三角形に近づくことを目指し、2年間の

学修指導を実践していく必要がある。

①より精度の高い自己評価システムの改善

・プログレスシートの内容の見直し

・プログレスシートの実施方法の見直し

(1)今後の課題




